


































































































































































































































































　第 3 学年及び第 4 学年の児童は学校生活にも慣れた頃であり集団で何かをすることが好き
で、活動や関心が外へ外へと向かっていき、知的好奇心も強まる。そのため、多様な活動を
積極的に楽しむことができ、言語活動の相手や目的も様々で広がりを見せはじめる。













との目標とも大きくかかわっており」と示してある通り、第 3 学年、第 4 学年の児童にとっ
ては「筋道を立てて話すこと」は他の能力ともかかわり、重要な言語能力となるのである。
この目標を具体化したものが内容の「ア　伝えたい事を選び、自分の考えが分かるように筋





















































































































































































































　まず、「言葉って、おもしろいな」は第 1 学年から第 6 学年までの共通の単元であるが、
児童の発達段階に応じて取り上げる教材も異なり、低学年はより親しみやすい内容であり、
学年が進むごとに難易度は上がっていくのがわかる。
　そして、第 3 学年から第 6 学年までは「学習したことを生かして」の単元で「話すこと・








































































































































































　また、第 3 学年から第 6 学年にかけてスピーチの教材を取り入れている。スピーチは「話
す・聞く」の基礎・基本である。学習指導要領解説にも第 3 学年及び第 4 学年の内容の取扱
いに「身近な話題についてスピーチをすること、要点などをメモに取りながら聞くこと、身
近な出来事や調べた事柄について説明したり報告したりすることなど」と記されている通り、



























































































































































































































































































































































































































































































































































































・ 文部科学省（1999）『小学校学習指導要領解説　国語編』（p．7 ～ 9、23 ～ 30、60 ～ 67、95 ～ 102）
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